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市
議
会
で
は
、春
日
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、定
例
会
ご
と
に
議
案
の
審
査

結
果
、採
決
の
結
果
、一
般
質
問
の
実
施
状

況
等
に
つ
い
て
、議
会
活
動
の
評
価
を
行

い
ま
す
。

　

今
回
は
、条
例
案
件
５
件
、予
算
案
件
５

件
、決
算
案
件
６
件
、そ
の
他
の
案
件
９

件
、報
告
案
件
２
件
、意
見
書
１
件
等
を
審

査
い
た
し
ま
し
た
。

１ 

議
案
の
審
査
結
果

①
今
期
定
例
会
で
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、５
日
間
審
査
が
行
わ
れ

た
。委
員
長
報
告
か
ら
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
・
議

論
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

②
委
員
会
に
お
い
て
、議
案
説
明
が
的
確

で
な
い
点
が
見
受
け
ら
れ
、質
疑
が
多
く

出
さ
れ
た
。説
明
と
質
疑
の
回
答
に
ず
れ

が
あ
っ
た
。

③
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、慎
重
な

審
査
を
行
う
た
め
に
も
早
め
に
提
案
す
る

よ
う
議
員
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

④
委
員
会
で
の
審
査
資
料
に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
て
配
付
す
る

の
で
は
な
く
、当
初
か
ら
配
付
す
る
必
要

が
あ
る
。

２ 

採
決
の
結
果

　

本
会
議
に
お
い
て
、平
成
24
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
対
し
、反
対
、

賛
成
の
討
論
が
出
さ
れ
る
等
、活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、意
思
を
明
確
に
し
た
採

決
と
な
っ
た
。市
民
に
と
っ
て
も
互
い
の

主
張
が
理
解
で
き
た
と
思
料
す
る
。

３ 

一
般
質
問
の
実
施
状
況

①
今
回
の
質
問
通
告
者
は
13
人
で
、
15
項

目
も
の
多
岐
に
わ
た
り
質
問
が
出
さ
れ
、

執
行
部
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

一
部
議
員
の
質
問
と
執
行
部
の
答
弁
に

ず
れ
が
あ
り
、
理
解
し
に
く
い
部
分
が

あ
っ
た
。

②
今
回
か
ら
、質
問
席
に
書
見
台
が
設
置

さ
れ
、原
稿
が
見
や
す
く
な
っ
た
。

４ 

そ
の
他

　

第
２
号
意
見
書
案「
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。

※
一
般
質
問
の
議
会
傍
聴
者
は
２
日
間
で

21
人
で
し
た
。
詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成25年第３回（９月）定例会

件　　　　　　　　　　  名

平成24年度春日市一般会計歳
入歳出決算認定について

※金堂清之議員（近未来２１）は議長職のため、表決権はありません。 （○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。
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討論など

議
会
運
営
委
員
会

討　論 本会議最終日、採決の前に議案に対して討論が行われました。

認定に反対 認定に賛成

　その年の歳入をその年の市民に還元する取り組み
は当然求められる。本決算は、不用額の整理も不十分
で、発生した黒字を次年度に多額に繰り越したもので
ある。随意契約で同じ事業の同じ区間を同一の業者
が受注していることや、指名競争入札で業種により落
札率が大きく変動するのも納得できない。

村山 正美議員
　福祉、教育、環境などに対する市民ニーズに配
慮した妥当な予算配分が行われ、適正かつ効率
的な予算執行が行われている。また、人件費の抑
制の維持や、市債残高の減少などへの取り組みの
成果は、経常収支比率、財政健全化法による4つ
の健全化判断指標の改善が示すとおりである。

中原 智昭議員

○平成24年度一般会計歳入歳出決算認定について




